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サハラ砂漠のキャラパン・ルート

その歴史的展望(現代 1) 

南里 章

本稿は「サ/ハ、ラ砂砂、;漠史のキヤラバン.ル一ト その片陪至史的屈民:望(，IJ 

世)川J(J只只ミミ~)庫車地理第第'3お6~り}) r円|しciJ(近f代に)J(J只兵王王-庫史学第3泌6りサ-)の続篇である O

1.植民地化とサハラ交易

周知のように、 18841f11月から1885年 2月にか

けて、ベルリン・同アフリ力会議はアフリカにお

ける最終的な借国主義的分割の線1]1きを決定するO

そして1898年のファショダ事件をはさんで20世紀

初頭には、 主としてイギリス・フランスによる北

アフリ力、サハラ、 IJLjアフリ力各地の市事的征服

が完 fすることになるO 1) 

すでに1830年、シャルルxflt治ドのフランス軍

のアルジエリア介入以来、 2)サハラ砂漠ノJI面へ侵

入し続けていたフランス勢力は、当時表退しつつ

あったオスマン・トルコの軍隊をトリポリ (1835)、

ガダメス(1842)、ガー卜(1874) から撤退させ

3 )、フランス製商品がトリポリの商業との競合に

耐えられる価格でサハラに侵入し始める04) また

18941'ドにトンブクトゥを，1i領したフランス!卓は 5)、

1899年、地質学者フラマントの仕事を守るという

口実のドに、ペイン大凶率いる外人部隊(現地人

部隊)によってインサラーの(i領を終え、トゥア

ト-fi?の制圧に乗り 11¥す o)さらにIciJ"ドフランス

軍はジンダーに到石し、サへルHrflIへの!日進拠点

を築き Lげ、る7)これらの一連のフランス軍の軍

事行動は、 卜リポリの人々の商業活動を著しく切

断し、 8)また19世紀末まで続けられていた奴隷交

易にも終止符が打たれ日)、サハラ長距離交易にお

ける重要な糧を消失させることになる。フランス

軍は占領地のスルタンにその地の治交を委ねると

共に、 ~î領地に山人りする r1百人たちの安全を保証

するために関税を謀し 10)、サハラ交Mの主導権の

把握に)Jを入れてl)くO しかし後述のように、フ

ランスによる軍事的11EJJllとサハラ交弘への介入は、

サヌーシーやトゥアレク。九郎放による激しい抵抗

を引き起こすことになるO

-)jl861'rfラゴス攻常以米、ナイジエリアの相

民地化を進めてきたイギリスは11)、 1905年以後、

郵便システムをアフリカ内部にもたらし高級品を

小包郵便で発送し始めると共に12)、1911年にはラ

ゴスからカノへの鉄道を完成させ13)、アフリカ中

央部の向hillは、ラゴス港から海路ヨーロッパへ輸

送されることになる O 相対的に安全な海上輸送の

子段をとることによって、長く困難を彬める砂漠

の輸送上のリスクは解消される。 14)

以前に記したように15)、象牙、ダチョウの羽根、

なめし皮の輸出は、国際的市場での需要を失い、

20世紀に入ると明らかな法ち込みをみせると共に、

フランスによるサハラの軍事的支配、ラゴスーカ

ノの鉄道ルートの開通、さらにトルコ・イタリア

の戦争による卜リポリタニアの商業的封鎖は、伝

統的なサハラ砂漠の商業的ネソトワークを崩壊さ

せ、サハラ長距離交易は突然の終わりを合げると

いうのが定説である。サハラ砂漠の丙のキャラバ

ン・ルートは、 J_ L.ミーゲのモロッコの港を拠

点とした交易の研究16) と旅行者ベルラウの説明17)

によれば¥1875年に最後の没落が始まり、 1900年

に休止したとされる 18) またトリポリーカノの中

央ルート、点のルー卜の;反返は遅いがやがてすた

れるであろうと、 L.エティェパンが指摘してい

る 19) また故も束のベンガジーワダイのルー卜は、

フランス可(が、アイン・ガラカでセヌーシーの本

拠地を襲撃し略奪した1913年に休止することにな

るという 020)確かにサハラ砂漠を舞台とした交易

活動を長肌離交易に限定すれば、以上のような結

論は、ある程度までは暫定的に受け入れられるで

あろう O しかし後にみるように長距離交易活動は

20ttt紀に人ってからも、わずかに残存していたこ

とも事'たである。以ト.述べるようにサヌーシーに

よるサハラ交易の再編成、フランス勢)Jに対する

トゥアレグの以乱を経て、砂漠とサへルを結ぶ、



より地域生活に密着した交易活動の始動に焦点を

合わせ、この論文では、サハラ砂漠のキャラパン-

lレート上の活動は長距離交易から、地域間交易に

重点が移し変えられ、フランス勢力によるサハラ

交易の再組織化と併せて、 20世紀に及んでも維持

強化され続けるという仮説を実証する方向で、論

考を推し進めてみたいと恩う o

2.サヌーシー教団とサハラ交易

サハラ砂漠のキャラパン・ルートで最も東に位

置し、 19世紀末から20世紀初めにかけて、活発な

交易活動がみられたのはベンガジとワダイを結ぶ

ノレートであった。(第 1図参照)ベンガジーワダ

イのルートの開拓は1809年から1810年にかけて、

シレナイカのオアシス、ジャルーの商人たちによっ

て始められたという。21)1803年から1813年にかけ

てワダイ王国を統治したアブド・エル・ケリム

(後にサブンと改名)は、王位をめぐる競合者を

子供もろとも虐殺するなど残忍な行為を繰り返し

たことで名高いが、交易発展の重要性を熟知して

第 1図 19世紀末のキャラバンルート

Cordell， D.D. Eastern Libya， Wadai and 

San百siyaJournal of African History 1977 

より

いた彼はナイル川とベンガジ方面からのキャラパ

ンに対して新交易路を開拓した。22)1820年代には

フェザンからの略奪グループの攻撃が相次ぎ、ワ

ダイの支配者たちは北の商人に対して、非常に敵

対的な姿勢をとった。彼らはワダイで北の商人た

ちの投獄を命じ、キャラパンは略奪され、北アフ

リカからの交易は途絶えてしまう。23)1835年にワ

ダイのスルタンとなったムハンマド・アル・シャ

リフが北との商業的つながりを再創出する。彼は

即位の数年前メッカを訪れ、そこでサヌーシー教

団の創始者であるムハンマド・イブン・アル・サ

ヌーシーと出会った。この出会いが、後にサヌー

シー教団がこのベンガジーワダイルートを舞台に

当時のサハラ交易に深く関わるきっかけをつくる

ことになる。24) シャリフは1836年に、南の商品の

市場の存在確認のため、ベンガジへワダイの代表

団を送り、翌年から 2--3年毎にワうからのキャ

ラパンがベンガジへ向かうことになるo それらの

殆どは200頭--300頭のラクダで象牙や皮革を輸送

し、併せて奴隷交易も行われた。25)その後ワダイ

王国は反乱と略奪の時代に舞い戻るが、シャリフ

の息子アリの統治時代(1858--1874)にまた交易

が再開し、彼の統治下18年間はベンガジーワダイ

のルート上の商業活動が活発化する。26)1873年に

ワダイに滞在していたドイツ人探検家ナハティガ

ルは、トリポリから到着したキャラパンを目撃す

る。27)19世紀のサハラ砂漠のキャラパン・ルート

の4大ポイントを論じたA・ボアへンの定義に従

えば28)、このベンガジーワダイルートの北の終着

点はベンガジであり、ランデブーセンター(合流

点)はジャルーであり、ここでサハラに向かうキャ

ラパンが本格的に組織される。また休養センター

がクフラとオウニンガであり、ここでは輸送用の

ラクダの交換が行われ、ラクダ引きやガイドが常

駐しているO そして南の終着点がワダイ王国の首

都ワラ、もしくは現在のチャド東部の都市アベシェ

であり、この町の郊外ニムロでスルタンの商取引

認可の通知を待ち、商品の売買がなされる。29) こ

のルートの行程は60--70日とされているo 取引き

される商品は、北から小麦、大麦などの穀物と南

のオアシスのデーツであった。この穀物とデーツ

の取引きはやがてこのルート上の地域間交易の基

盤を創り上げることになる。30)

このルート上の交易活動の編成管理上に大きな
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役割lを:w:たしたのが、イスラム・スーフィ教団、

サヌーシーの党派であった。サヌーシー教団は創

始時代のイスラムの純粋牲と精神性に回帰するこ

とによって、イスラム国家を復興しようとする勢

力であった 31)サヌーシー教同は通常は外部から

の脅威に対抗する防衛組織として機能し、地方の

首長国などの国家が強力である時は、教団はその

機構の一部となり、国家が弱体化、或は解体した

時には教団は独す.し、主導権をとる。32)後に1929

年から1930年にかけて、アハダル山地で、国民部隊

の指揮官として、イタリアの植民地化に対して抵

抗を続けたオマル・アル・ムフタール(1862頃~

1931)もサヌーシー教団の指導者の一人であっ

fこO33) 

先述のように、 1840年頃メッカ巡礼より帰還し

たムハンマド・イブン・アル・サヌーシーは1843

年シレナイカ沿岸のアル・パイダを根拠地として

各地にターリカ(結社)を創り、続く 10年間のう

ちに、シレナイカの大半のベドゥインの世界にそ

の組織を拡げ、ザーウイヤと呼ばれる地方の拠点

を多数設立し、サヌーシーの影響力を行使してい

く。34)彼らは学校を創り、若い人々にイスラム教

育を施し、そのメンバーはやがてキャラパンのリー

ダーとして活躍することになる。当時リビア内陸

部では、しばしば非モスリムによるキャラバンの

略奪が行われたが、彼らの多くをイスラムに改宗

させ、ターリカのメンバーに対しては盗まれた商

品の返還を請求する権利を保証し、イスラム法に

従って裁判を行い、交易の安全の確保にも努めるO

先述のスルタン、ムハンマド・アル・シャリフら

多数のスルタンをはじめ、ザーウィアの商人、輸

送者、仲買人らは民族を超越して、その秩序に帰

属してし、く 35) またターリカは旅行者のために 3

日間無料で宿舎と食事を提供するネ y トワークを

創り1-.げ¥その宗教的七条の白及に努め、ザーウィ

アと結び、つくことによって相 l[のネットワークが

完成し、 1880年以後交易註は憎加し続ける036〕交

易商品としては、北からは穀物の外に布(絹・綿

など)、砂糖、茶、コーヒ一、じゅうたん、香料、

ビーズなどがもたらされた。ベンガジの英領事の

報台によれば、 1893年から1894年にかけて、 17の

キャラパンが、ラクダで2880向、 1荷あたり 423

ポンドのRBIll1を積んでワダイへ出発し、このうち

1849何 (64%)が綿で、 639荷が砂糖、 239荷がビー

3 

ズ(併せて30.5%)であったという。37)

また南からは奴隷、象牙、ダチョウの羽根、皮

革などがもたらされた。サヌーシーが捕獲した奴

隷はイスラムに改宗させられ、ターリカの宿舎周

辺に居住していたという。38) J ・L・ミーゲは19

世紀のサハラ砂漠での交易活動を総括して、 1875

年(象牙)、 1885年(ダチョウの羽根)、 1895年

(皮革)にそれぞれピークを迎えていたことを論

じているが39)、これらの商品の交易量は最も東の

ベンガジーワダイルートでは1910年以降もしばら

く増加の傾向がみられる040)

以上のように、ベンガジーワダイルート上のサ

ヌーシー教団によるサハラ交易の再編成と管理に

よって創られた秩序は、イタリアの侵攻に際して

は、そのまま抵抗組織のネットワークに転化する

が、やがてイタリアの圧倒的な軍事力に沈黙を余

儀なくされることになる O しかしサヌーシーの宗

教的信条は次に述べるように、主として南アルジエ

リアからアイール山地方面のトゥアレグに伝幡し、

フランス勢力による植民地化に対する抵抗エネル

ギーとなって大きく燃え上がるO

3. トゥアレグの反乱とサハラ交易

19世紀末から20世紀初めにかけてのフランス勢

力による一連のサハラ探検の目的は、一義的には

地理学上の空白を埋めることにあったことは当然、

のことであるが、サハラ砂漠のキャラパン・ルー

ト上の交易活動の研究とその発展の可能性を探る

ことにも焦点、が据えられていた04l)これらはまた

サハラ全域にわたるヨーロソパ勢力による植民地

化の照準を一歩すすめて、彼らに最大利益がもた

らされるよう、その交易活動を再組織化する目論

見があったことも疑い得ない。42)(第 2図参照)

フランス人ソレイエによるセネガノレ)11とニジエー

ル川を結ぶ最初の仏領アフリカ横断鉄道建設の構

想は、やがて壮大なサハラ横断鉄道の構想、に発展

し、フラテルスの遠征に結び、つく 043)1881年、彼

の率いる調省隊は、鉄道敷設に適当な地を探し、

南アルジエリア、インサラーの南方約270km地点

にあるタジュモートの泉に着いた044)狭い渓谷を

ほぼーダiJ縦隊で歩んでいたフラテルスの調査隊は、

ここでトゥアレグ、ケル・アハガルの待ち伏せに

あい、襲撃され全員虐殺される。その後サハラβ

l白iにフランス政府が派遣する調査隊には必ず武装
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第 2図 トゥアレグによるサハラ砂漠のキャラパンルート

Bourgeot， A. Les echanges transsahariens-Cahiers d'Etudes Africaines 1978より

した護衛部隊が同行することになる。 1900年にア

イールに入った入植者フーローの率いるー隊はそ

のおかげで卜ゥアレグの襲撃を撃退することが出

来た。45)

同じ頃、ジンダーを占領したフランス軍のモー

ル大尉はフランス人による砂漠交易の独占を提唱

している046) フランス勢力のサハラ侵入以前、トゥ

アレグの各部族にとっては、サハラ砂漠をわたる

キャラパンに対する略奪、もしくは逆にキャラパ

ンの護衛などに対する報酬が彼らの重要な収入源

であった。フランス軍のトンブクトゥ占領(1894

年)、インサラー占領(1899年)は特にジャネッ

トやタッシリ・ナジール周辺のトゥアレグ、ケル・

アッジールにとってはガダメスへ向かう交易ルー

トの切断を意味し、大きな痛手となった。インサ

ラーは1880年頃までは奴隷貿易の本拠地であり、

またガダメスはトリポリをめざすキャラパンのルー

ト上にあり、トルコ方面へ売却される奴隷もここ

を通過し、トンブクトゥ、インサラ一方面へ運ば

れる綿布などの商品と武器(ドイツ、オース卜リ

ア製)の集結点でもあった047)

1902年 5月、フランス軍はティトの戦いでケル・

アハガルを敗北させ、 1904年 2月にはアメノカル、

ムサオグアアスタンなどのトゥアレグの部族をイ

ンサラーで降伏させる。48) トゥアレグの軍事的敗

北後、フランスによる植民地化はトゥアレグ各部

族の政治的構造をフランスの利益に都合よく変容

させることに力が注がれた。奴隷貿易の禁止も人

道的見地からなされたのではなく、トゥアレグの

貴族階級の政治・経済・軍事能力を低下させ、そ

の従属者に政治的自治を与え、フランスの利益に

適応させるというさもしい動機が根底に働いてい

た。49) 卜ゥアレグの部族間の主従関係の分断を図

り、さらに税を諜し、フランスに対する政治的従

属を確固たるものにしようとしたのである。50) し

かし1911年から1914年にかけての打ち続く干魅の

只中においてのフランス勢力のトゥアレグからの

ラクダの無償徴発は、トゥアレグの世界に深刻な

ラクダの減少を引き起こし、 1916年から1917年に

かけてのカオセン(1880""1919) らに率いられた

-4-



トゥアレグ諸部族のアイールで、の大反乱の引き金

となる051)

折りしも第一次世界大戦で、ニジエール、アル

ジエリア駐在のフランス兵が大量にヨーロ ッパ戦

線に投入され、トゥアレグにとっては絶好の蜂起

の機会でもあった052)当時、先述のサヌーシー教

団はすでにフェザンのイタリア人に対するトゥア

レグの反乱を陰で支えていたが、サヌーシー教団

の宗教的信条はアイール山地方面のトゥアレグに

も伝幡し、トゥアレグ諸部族の対フランス帝国主

義の連帯感を深めるのに大いに貢献した。カオセ

ンもその副首領テグマもサヌーシー教団に深い関

わりをもっていた。53)フランス軍は1916年、ジャ

ネットに近いフッサヤンでのケル・アッジールと

の血まみれの戦闘後、ジャネットの放棄を余儀な

くされることもあった。54)サヌーシー教団とトゥ

アレグは、この反乱を首尾よく成功させ、フラン

ス軍によって分断されたサハラ砂漠の交易活動の

ネットワークを再統合する目的意識を共有してい

た055)この反乱がアイールで大きく燃え上がった

理由としては、この領域の部族的同一性がフラン

スの占領に直面して、一貫して対立の力の構成を

創り上げたことも事実であったが、アイールがガー

ト、ガダメスからのキャラバンの終着点であった

ことも大きな要因であったことは否めない。56) こ

のトゥアレグの反乱のクライマックスは1916年12

月13日から1917年 3月7日に及ぶ80日間のアイー

ルの南、交易ルートの重要拠点アガデスでの、カ

オセン、テグマらに率いられたトゥアレグ諸部族

連合軍による包囲戦であった。57) しかしフランス

軍の圧倒的に優勢な軍事力と、トゥアレグ全般の

組織力の欠知から、この企ては失敗に終るo カオ

センの尽力によってケル・アハガルはケル・アイー

ルとの同盟は成功したが、ケル・アッジールとの

統合には失敗した058)17世紀以来サハラ砂漠の中

央のキャラパン・ルート上での通行税をめぐって

両者が対立関係にあったことと59)、1880年以後フ

ランス軍がトゥアトーガダメス間の交易に絶対的

な力を持っていたケル・アハガルを懐柔し、トゥ

アレグの内的結合を妨げていたことが原因として

考えられる060)

A・サリフォーは、このアイールでの反植民地

的戦争を国家主義的戦争のーっとしてとらえてい

るが61)、これらの一連の戦闘は、フランスとトゥ

アレグ、サヌーシ一双方がサハラ交易を、自らの

立場に都合よく統合しようとした政治・経済・軍

事的動機をその一大要因として大きくクローズ・

アップせねばならないだろう o

4. フランスとサハラ交易

1916年から1917年にかけてのトゥアレグの反乱

鎮圧に先駆けて、すでにフランスはサハラ各地の

軍事的占領を成し終え、サハラ縦断交易に積極的

に介入していた。 1881年のパルド一条約と1883年

のマルサ協定を経て正式にフランスの保護領となっ

たチュニジアにおいても62)、1888年以後、保護領

政府が特にガベスから南アルジエリアに向かうルー

ト上の交易活動に深く関わり始める。(第 3図参

照)前にも述べたように63)、19世紀末からサハラ

各地で砂糖と茶の消費量がにわかに増大し、トゥ

アト、ゴウラム、ティディケルトなどはイギリス

によってもたらされた緑茶の重要な消費地となり

つつあった064)茶はエル・ゴレアではkgあたり 5

--6 Frで、あった。また19世紀末 3年間のガベス

から、南アルジエリアの交易総額と砂糖の交易額、

及び、 20世紀初め、ガベスからのキャラパンの出

In S~/.h 
02∞h 

第 3図 ガベスを拠点としたサハラ砂漠のキャラ
/{ンルート

Martel， A. Gabes， port caravanier du 
Sahara algerien Travaux Inst. Rec. 
Sah. Alger 1960より
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発日、目的地、荷の内容価格などをそれぞれ表 I、

表 Eに示す。65)

保護領政府は輸送ルート上での略奪や不正取引

の防止に努める一方、キャラパンが運ぶ商品に関

税を課すための種々の政令条項を公布してい

た。66)これらの税収は保護領政府の予算の 5分の

lを占めた。67)1908年から1916年までのガベスか

らドゥズに向かった各年の月別の総重量、総価格

を表Eに示す。68)これをみるとキャラパンは1914

年の 7月に、重量値が45976.2kgで、最大値を示し、

第 1表ガベスから南アルジエリアの交易総額と砂糖交易額(19世紀末)

ヨと 易 事11'公也、 客員 砂糖 の 交易額

年 次
重量 (kg) 金額 (Fr) 重量 (kg) 金額 (Fr)

189 7 1，560，100 601，141 1，296，100 535，048 

189 8 617，753 145，709 200，651 83，083 

1 899 934，637 431，116 886.713 380，011 

第2表ガベスからのキャラパン目的地とその内容 (20世紀初め)

ガベスの出発日 目的 地 キャラノてンのチ ーフ 動 物 人数 荷の重量(旬)荷の内容 価格(Fr)

1908年12月26日 ワノレグラ モハメッ ド・ベシヤール 30頭(ラクダ) 10人 5，596kg 砂 糖 2，123Fr 

1910年 7月25日 ワノレグラ モハメッド・ベンハムマ 4頭(ラクダ) 10人 7，467kg 砂糖 3，480Fr 
一ーー」ー

第3表 ガベスードゥズの年月別交易総量 表示一重量 (kg) 価格 (Fr)

1908 1909 1910 1911 1912 1913 1914 1915 1916 

Poids (kgs) 

J 20.974 14.284 7.152 18.156 8.066 21.538 8.449.2 7.516.4 18.040.1 

F 30.225 27.830 6.008.1 16.601.9 10.247 17.828 16.968.8 8.798.8 11.236.6 

M 24.291 11.120 15.833，1 23.531，9 26.404 22.922 33.513，8 8.962，2 1.859，8 

A 9.322 15.266 4.844.9 21.700，4 2.403 17.977 25.847 12.584，01 355，7 

M 15.548 22.388 5.961，5 13.938，7 15.031 15.024 12.128 12.606，9 5.939.4 

J 18.159 16.777 21.737，3 29.196，6 10.553 30.627 45.976，2 11.014.2 10.409.9 

Jt 14.037 21.082 33.340，1 24.531，6 34.087 20.509 19.631，2 10.177 6.513，4 

A 10.509 10.587 26.245.3 11.986 18.853 14.624 9.907.7 2.441.3 2.286.6 

S 35.978 15.078 19.741 8.282 22.558 19.325 7.940.6 19.372，45 10.308.85 

O 25.916 7.662 5.877 10.295 26.057 32.194 3.421.5 9.337，7 3.652.10 

N 11.493 24.669 13.997，5 2.593 10.201 14.102 5.025 1.544，9 5.780.85 

D 8.205 12.899 6.977.2 8.027 18.771，2 27.990 10.643，7 3.763.6 1.652 

225.139 199.642 167.765 159.643 203.172 254.660 119.452 92.135.66 78.035.30 

Valcurs (frs) 

J 10.711 8.189 5.203 15.292 5.961 12.799 6.937 6.178 20.496 

F 19.945 14.632 4.393 13.210 9.909 13.070 15.508 8.571 15.172 

M 12.372 6.041 10.094 14.475 18.466 13.706 19.459 11.817 3.972 

A 5.534 7.066 6.344 10.254 2.797 9.784 16.875 12.082 244 

M 8.316 10.534 6.273 7.569 12.008 9.173 8.164 11.409 7.588 

J 11.445 8.106 12.874 16.192 7.636 20.691 27.683 11.782 12.921 

Jt 7.295 9.874 20.236 12.728 25.145 14.857 10.231 10.457 8.420 

A 5.478 5.594 16.648 7.324 15.508 11.357 6.333 2.639 3.453 

S 16.758 7.598 12.148 7.686 13.850 13.951 4.163 20.354 10.766 

O 12.339 5.566 4.109 8.031 13.985 19.906 3.278 8.377 4.809 

N 6.616 11.655 8.604 2.275 6.345 9.326 2.975 1.751 7.715 

D 4.998 8.161 4.393 6.630 11.886 19.892 7.565 5.494 2.499 

121.851 103.016 11.319 97.144 143.496 168.522 129.171 110.911 98.055 
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1916年の 4月に355.7kgで、最小値を示すo 商品に

は砂糖、茶の他にコーヒーや香料なども含まれる。

この表から、先述のサヌーシー教団がチュニジア

最南部で反乱を起こした1915年9月半ばから1916年

の6月まで往来が減少しているのがわかるo また

スーフ、ワルグラ、ウェド、リグなどへの年月別

交易総量第4表~第6表に示されるが69)、1914年

から1915年にかけては、どこも交易総量が不明の

ままなのは、第一次世界大戦の影響であろう。

概して、フランスが占領したサハラ各地のオア

シスを結ぶキャラバン・ルートでは、その占領地

に出入りする商品に対しては関税がかけられ、そ

の商人たちの安全が保障され、治安は良好に保た

れた。70) トリポリーガートーアガデスージンダ一一

カノという中央よりやや東のルート(第4図参照〉

では、 1909年頃トルコ軍のガートーアガデス間へ

の侵入によって、ルートが一部切断されたが、そ

れ以外のフランスの占領地では治安はおおむね良

好であった。71)この時期のサハラの交易状況につ

いて調査したフランス植民地第23歩兵部隊のエティ

エパン大尉の報告に基づいて、当時の交易の様子

第4表 ガベスーワルグラの年月別交易総量

1908 1909 1910 1911 

J 3.893 5.316 2.414 6.022 

F 12.992 2.120 1.722 2.619 

M 6.571 1.739 1.563 265 

A 1.622 4.475 1.066 884 

F 7.466 1.798 1.085 

J 4.428 2.755 

J 968 1.717 1.067 

A 991 1.498 1.850 1.044 

S 3.052 2.067 117 4.020 

O 800 4.722 643 1.608 

N 282 148 656 

D 3.653 6.275 396 

第5表 ガベスーウェド・リグの年月別交易総量

1908 1909 1910 1911 

J 13.956 2.898 2.115 6.609 

F 11.933 21.013 1.439 10.084 

M 13.412 7.353 13.302 20.436 

A 4.576 7.495 824 21.877 

F 5.632 24.688 1.885 10.4 79 

J 4.236 7.319 17.744 10.985 

J 6.016 16.159 18.084 23.316 

A 7.763 5.965 19.677 5.047 

S 26.289 6.842 11.795 2.873 

O 14.410 2.771 2.187 7.36 

N 5.674 18.694 9.779 2.602 

D 3.462 6.225 4.295 5.425 

7 

を述べてみよう O このルートではキャラパンへの

参加者は荷の所有者とは限らず、トルコ人やヨー

ロッパ人の仲介者、ガダメスとガー卜に支屈をも

っトリポリのイスラエル人なども含まれていた。

地方では何軒かの家がアラブの商人やジンダーや

カノのハウサと気脈が通じ、彼らが輸送する商品

はその地方の生産物と交換され、キャラパンによっ

て北へもたらされていた。ジンダーに 3年住んだ

というトリポリの商人によれば、トリポリーカノ

聞のキャラパンの行程は69日間とされるが72)、時

には15--20ヶ月に至ることもあった。商人たちが

地方生産物が商品として成立する価格にはね上が

るのを待たねばならなかったからである。73)商品

はトリポリで市場価格に少し上乗せした価格で仲

介入に委託されるo 輸送に必要なガイド、家畜の

賃貸料、通過地点で支払われるべき関税は商品の

所有者の負担である。ルート途上で主としてトゥ

アレグがラクダの賃貸を請け負うが、時には彼ら

自身がラクダを伴ってキャラパンに参加し、ガイ

ド、輸送者として雇われることも稀ではなかった。

トリポリーガートージンダ一一カノのルートでこ

表示一重量 Ckg)

1912 1913 1914 1915 1916 

1.684 1.736 ワ ワ 7.052 

3.459 2.464 つ つ 1.935 

2.089 1.446 ワ ワ 1.442 

600 ワ ワ

1.507 1.592 つ ワ 2.365 

1.982 819 つ ワ 461 

5.130 741 つ ワ 1.225 

6.936 2.123 ワ 1.291 1.648 

3.696 2.820 ワ 1.409 1.700 

7.373 3.109 ワ 1.759 833 

2.204 7.583 ? 1.545 1.102 

4.509 ワ 893 619 

表示一重量 Ckg)

1912 1913 1914 1915 1916 

6.303 11.568 つ つ 8.957 

6.750 8.760 ワ つ 8.174 

18.749 14.690 ワ ワ

1.803 16.851 ? つ 356 

13.501 5.575 ? つ 3.336 

7.019 19.432 ? ワ 9.741 

17.596 13.802 ? ワ 5.123 

15.545 11.448 つ 113 738 

18.419 9.289 ワ 16.946 8.609 

6.449 21.299 ワ 7.578 2.769 

16.887 11.098 つ 4.679 

3.052 18.895 ワ 2.873 1.033 



第 6表 ガベスーウェド・リグの年月別交易総量

1908 1909 1910 1911 

J 2.726 4.809 1.046 3.899 

F 1.366 1.950 1.108 1.521 

M 3.411 839 142 

A 1.393 443 

M 578 1.270 631 

J 1.038 1.879 

J 1.881 1.912 

A 435 582 

S 196 1.389 

O 1.136 104 658 

N 3.352 196 

D 892 

れらの仕事に深く関わったトゥアレグの部族はケ

ル・エウイとイカスカザネであった。彼らはラク

ダを40000--70000カウリス (1909年のレートで

表示一重量 (kg)

1912 1913 1914 1915 1916 

79 6.080 つ つ 595 

5.587 ワ つ

750 3.861 ? ? 418 

1.126 ワ ワ

つ ワ 238 

91 127 ワ つ 208 

796 437 ? ワ 160 

261 1.053 ワ

312 5.267 つ

265 799 つ

1.548 382 ワ

1.808 4.586 ? 

益を上げるためガートで 5つに分けて輸送される。

カノでは 1荷あたり800Frとなるので4000Frの総

売り上げとなる。輸送費、税は次の様に算定され

7000カウリス=5 Fr)で賃貸し、キャラバンに るo

参加する場合、ガートーカノ間では輸送費として トリポリーガート 輸送費 25x 4 =100Fr 

10000カウリスを請求した。これらを包括したキャ

ラパンの利益が次のように算定される。トリポリ

から出発した 4つの荷(商品の平均価格は 1荷あ

たり200Fr)は800Frである O この 4つの荷は利

NOlJrIouk 

第4図 トリポリーカノを結ぶサハラ砂漠のキャ
ラノインノレート

Etievant， L. Le commece tripolitan dons 1e cen 

tre africain L' Afrique francaise 1910より

ガートの税 4.5X 4 =18Fr 

ガートーカノ 輸送費 50x 5 =250Fr 

フランス占領地への入域税 20x 5 =100Fr 

ナイジエリアへの入国税 15 x 5 =75Fr 

言十543Fr

トリポリでの購入価格800Frに543Frで1343Fr

であるo カノで商品を売却した4000Frで皮を購

入すると、 1荷(100kg)が125Frなので32荷と

なるo 帰路はトゥアレグの居留地イフエロワンを

通過するルートをとった場合、輸送費税は次の様

に算定される O

カノーイフェロワン 輸送費 40x32ニ 1280Fr

フランス占領地への入域税 10 x 32 =320Fr 

イフエロワンーガート 輸送費50x 32=1600Fr 

ガート入域税 9 x32=288Fr 

ガートートリポリ 輸送費 40 x 32 = 1280Fr 

言十4768Fr

トリポリで、皮革はkgあたり 5Frで売れるので、

32荷で100x 32 x 5 = 16000Frとなる。 トリポリ

での購入価格800Frと経費 (543Frと4768Frで、531

1Fr)を足せば6111Fro 16000Frから6111Frを差

し引くと、純利益は約10000Frとなるo74)当時と

してはかなりの額であるが、砂漠を縦断する困難

と危険(略奪、泥棒など)を考えればそれほどの

額とは思えなし、。このような長距離交易は主とし

て卜リポリタニアのアラブ人の独占を許し、フラ

ンス人はこの交易への直接の参加は敬遠したO フ

ランス人は専ら税の徴収によって利益を上げるこ
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とに力を注ぐことになる。 1899年以来、フランス

の占領地となっていたジンダーでの1908年の税収

は40000Frで、あった。75)エティエパン大尉は、こ

の長距離交易の地方への貢献度はわずかであり、

鉄道が敷設されるとやがてこの交易もすたれるで

あろうと予測しているが76)、この予測は次にみる

ように大きくはずれることになる O これらの長距

離交易は、活発な地域間交易に変換し現代に連なっ

ていくことになるのである。

5.長距離交易の残存

20世紀に入ってからも、サハラ長距離交易は完

全に消滅したわけではなかった。以上みてきたよ

うに、 トリポリーカノのルートは健在で、 M・ジョ

ンソンが示すように、 1908年においてもトリポリ

の商人たちは砂漠を越えて、マンチェスター産の

綿製品をカノにもたらしていた。77)

今世紀初頭に中央アフリカに大帝国を築こうと

したラパが78)、1898年頃ボルヌ一方面から西進し、

ガートーカノのルート上で80個のダチョウの羽根

と380個のなめし皮の荷を略奪し、ルートを分断

したことがあった。しかしトリポリとガダメスの

商人たちは、この時期を除いてほぼコンスタント

に長距離交易活動を続けていた。彼らは19世紀の

終り頃より、ガート、カネム一、ボルヌ一、カノ、

トンブクトゥなどに代理人をおき、競合しながら

象牙、ダチョウの羽根、なめし皮などをトリポリ

に送り続けていた。79) これらの商品を扱う交易が、

AOイ別戸rds

35~ ・-・ To Malu庁rlpoll

ダチョウの羽根、なめし皮の市場が没落し、 20世

紀に入って下り坂になってからもマンチェスター

産の綿製品はカノに流れ続けた。 1908年にカノに

滞在していたニジエール会社のワットは、カノで

トリポリ、チュニスからの約80人のアラブ人が町

の一画の狭い路地が入りくむ中の大きな泥造り平

屋根、二階建ての家に居住し、他にも50人程のア

ラブ人が出入りしていたことを80)、また1912年に

もブレンナーが、ガダメスの商人がカノに19人、

ソコトに 4人、ザイラに 3人、ヌペに 3人、アダ

マワに 4人、ジンダーに 6入居たことをそれぞれ

記録している081)

彼らはナイジエリア政府によるキャラパン税、

北でフランスによって課せられた通行税、カノへ

の鉄道開通による南からの輸送コストの安い商品

との競合にもかかわらず、家族的組織の柔軟性

(低賃金のスペシャリストの養成など)により利

益を確保していた。このような現地人の交易法を

習熟することにより、マンチェスター産の綿製品

を南からの料理用オイルやキャトル・ケーキ(家

畜の飼料)など、比較的安価な商品と取引きする

活動を続けていた。82) これらの商品は、ダチョウ

の羽根の需要があるファション市場や、アメリカ

のなめし皮市場のように気まぐれではなかったの

でこの種の長距離交易は存続しえたのである。イ

ギリス産の綿がトリポリにもたらされる中継地点

はマルタ島であった。第5図はマルタ島経由でも

たらされた綿と、海路ラゴス経由でもたらされた

・-tTo ueot/Ni，erian Prot民tor・ta/NI，eria
30 

2S 

20 

15 

10 

5 

1881 82悶a.ca.5 86 17 88 19伺例町内側"96 91 " "190001 02開。4.05od 01伺 0910 11 12 13 M 

第 5図 マルタ島およびラゴス経由でもたらされた綿の総量比較
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綿の総量を比較するものである08:i)

このトリポリーカノのルートは、キャラパンの

安全のため、アルジエリア保護領政府は、自iiにみ

たようにガベスからフォト・ポリニャック、イレ

ジを通過するやや西のルートをとることを勧め、

中央よりのルートを経由して、インサラーに向か

わせることもしばしばであった。また保護領政府

は交易の活性化のため紙幣の使用を強く推し進め

もした。ガー卜から力ノへは、綿布の他に紙、砂

糖、フランス製ローソク、毛布、サーベルなどの

武器、インド産の茶、香辛料など比較的安価なも

のも運ばれていた084) ガートーカノ聞の中継地点、

イフェロワンでは、交換用のラクダが多数用怠さ

れ、ここでは通関料としてラクダー頑あたり、 10

コードの布を支払うことにより、月二F'の使用権が

得られた085)

1912年の北から力ノへIr，]かった商品の総評価格

は565000Frで、力ノからガートへ向かった尚!日

のそれは1347000Frで、あった086) しかしこれらの

交通は前述のような状況のr!1で、 19日年以後停滞

を余儀なくされてしまう 087)

しかし、 1916年以降、サハラ各地のオアシスを

中心とした交易再開の要望は、より活発な地域1m
交易の発民をうながしていくことになるO

6.地域間交易の隆盛

さて rìíj にも述べたように、 191 1'r 1~のラゴスーカ

ノ間の鉄i芭の開通は、アフリカ 11I央部(特にサへ

jレ)のIfH，'d，が、海路ヨーロッパへ輸送される道を

開~，た。 li-ijじ頃北アフリカではイタリアとトルコ

の戦争、イタリアのリビア似人などにより、 卜リ

ポリタニアの|荷業は大きな打撃を受ける O そのた

め、サヘルの領域では南の海作}jWiへの交易の|り

ノら1自jづけが始動する。

植民地化以前よりアガデスの|判、ジンダーの北

に位i官.するサヘルの交易拠点ダメルグでは、 トゥ

アレグと Lとしてハウサ系農民からなる定住-ti-と

の商業fドJfIILI.依存関係が成立していた088)伝説に

よればql央サハラから移住してきたトゥアレグは、

サバンナで捕獲した奴隷を農耕に携わせ、やがて

独立した彼らにミレッ卜を年税として文払わせ、

見返りに他集団による略奪行為を防ぐ役割!を*た

していた。的)ダメルグには18tl':紀末から印刷紀初j

めにかけてのサヘルの気候変化に{、I~ って、北から

ハウサ系農民が移住し始め、 I'，;j地に柵をっくり;む

{tしたが、 トゥアレグの軍事)Jには逆らえず、彼

らもミレットを年税として支払わねばならなかっ

た。 同じく彼らも見返りにトゥアレグの保護を受

けることになる090) またサへルの広大な牧草地は

家畜の生育lこも適し、大半の農民は羊やヤギ、牛、

15などの家畜を所宿していた。彼らは早魅や雨期

の豪雨などでミレットの収穫が不作のときには家

畜を売って穀物に変えねばならなかった09l) しか

し19tせ紀後半の、とくにダチョウの羽恨や皮革の

ヨーロ yパ、アメリカの市場での需要の増大は、

現金収入の少ないこの地に長距離交易の活動の利

をもたらした。経済的な力をつけてきた農民たち

に対して、トゥアレグは前述のように彼ら自身が

輸送に携わったり、逆に略奪行為を繰り返したり、

もしくはそれらに対する保護の見返りとして、通

行税を徴収することによって、その優位を維持し

ようと努め、 !lij述のようにケル・エウイを中心と

するトゥアレグの同盟のネッ卜ワークをっくり上

げることになる。 20世紀に入ってからは、この通

行税の徴収により、多大の利益を得ていたイメズ

レグに対して、フランス勢力がケル・エウイを文

援して、戦闘行為を誘発せしめ、逆にケル・エウ

イのネットワークを破壊し、 ['-1らの秩序を打ちた

てようとする動きも見られた092) しかし、ダチョ

ウの羽根や皮革の目安が低下すると共に、これら

の動きも鎮静化され、 卜ゥアレグと定{ll'己の間に

は、。iI述のような江ムデーツとミレットの交換閃

係が重要なものとなってくる。村人に対して依然

として優位を維ねしている卜ゥアレグは、ミレソ

トを村人から年税として貢納されることもあった。

3) トゥアレグは Lとして家畜の乳でJ1:.吊してい

るが、家普iの乳のLHが悪くなる 2)J"-'5 nの乾期

には、食'sの十IIiJLとしてミレソトなどの穀物を必

要としていた。 トゥアレグにとってミレットはハ

ウサの農民たちからの年税だけでは充分な量を確

保出来ず、アガデスで出とデーツと交換にミレソ

卜を大量:に人子することも|斗時、lf~1 J:して行われた0

94 )アイール全域がフランスの支配に人る 1908{f

以前にはファシやビルマにri'iJかうキャラパンは年

に3度山允していた095)秋10)]に山允するキャラ

バンは年 3皮のうちでラクダの数は故大で、 H与に

はキ;念計で15000ilJHこLることもあった。話4はケル・

アイールとダメルグのトゥアレグによってカノに

)
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運ばれ、収穫されたばかりのミレッ卜と交換され

るO 冬の終わり、 2Jjもしくは 3)Jに出発するキャ

ラパンはliij1i'よりも重要度は治ちるが、ケル・ア

イールとケル・グレスらによって総計1500"-'3000

頑のラクダで、塩やデーッをハウサランドに運び、

ハウサのキャラパンによって連ばれてきたミレッ

トと交換されるO 夏・ 7)Jに山発する塩のキャラ

パンには、主としてケル・アイールがラクダを提

供し、やはり総計1500"-'3000頑のラクダが参加し、

ケル・グレスのキャラバンでアイールに運ばれて

きたミルと交換する 96)

またハウサランド方面からもアイールに向かつ

て商人たちがキャラパンを組んでミレ y トを輸送

し、塩と交換して帰途につく O ハウサやダゲラの

キャラパンのリーダーはマドゥガと呼ばれ、キャ

ラパンの行進中、朝の荷づくり、出発、行進、宿

泊地の決定などに絶対的な)Jを有していた。ダメ

ルグの北ではJtJ子は少なくなり、略奪を狙う盗賊

も暗躍しているので、キャラバンはそれらに打ち

勝つよう、充分に大きく、よく組織されていなけ

ればならなかった 97)

トゥアレグの塩のキャラパンも、時にはティブー

に襲われ、略奪されることもある o 1906年にキャ

ラパンに対する略奪の最後の1記録があるが、 1907

年以後、ファシ・ビルマ1111はフランス軍の護衛が

つき、 111許容はなくなり、キャラパンの数も明J111し

はじめた。しかし、 I~íj.iAのようにフランス勢}Jに

よるラクダの無償徴発により、 トゥアレグの以乱

が活允化し、 1916年にはアガデスに到藷しようと

した護衛隊が待ち伏せされ、併殺される事件が起

こった。恥またb百年、アガデスでの取り，]/きを終

えて夕、メルグに民るノ、ウサと夕、ゲラのキャラパン

に突然の攻撃があり、 8人のタゲラの輸送点-が殺

J:i-t~される 'Mf'I:もあった。川!え乱 lìij には卜ゥアレグ
とハウサの川の取り引きは、ラクダや馬、平、ロ

J王

バなどの家者についても行われていたが、反乱は

多くの家者を失わせ、何年にもわたってこの交易

活動をつぶしてしまう Oloo)無論この時期にはトゥ

アレグによるアザライ(塩のキャラパン)とハウ

サ・ダゲラのキャラパンも停止していたが、 1919

年にはフランス軍の重装備の護衛っきでわずかな

がら、塩 ミレット交易は再開される O やがてラ

クダの成育と共に交易は回復し、 1920年から30年

にかけてアガデスとダメルグの問の交易には以前

のパターンが復活しはじめるo 1920年春には統計

750頭、秋には3400頭、 1921年春には840頭、秋に

は8000頭のラクダから成るアザライがファシやビ

ルマから塩を持ち帰った。 101)

また1911年のカノへの鉄道の完成は、北ナイジエ

リアからのグランナッツの輸出の急速な増大を引

き起こし、 1920年には総量45000t 、総額112万ポ

ンドにも達するO また南ナイジエリアではココア

の輸出も増大し、ココナッツ畑の農夫たちの動物

蛋白への需要も高まり、ニジエール・サへル方面

からの穀物や家帝の輸入のネットワークが再構成

される。ミレット交易は南の方向への重要性が増

し、家畜交易が再度活発化していくことにな

るO102) 

地域間交易はすでに長距離交易全白星時にも常に

存在していたが、アフリカ人相jll.の交易活動にお

いては、似本(J''.lに生産者と交易おが一方の活動か

ら他)jへたやすく l転換する柔軟性をむしていて、

これがサへル経済の根本的な強さであることは、

ベイヤーも指摘している通りである 10:1)

フランス 卜ゥアレグ間の女、.J¥'rは長期にわたっ

て砂漠の経済を弱体せしめたが、サヘル方l古iに展

開した交易の t~Uj~lJづ、けは、やがて卜ゥアレグに

よるアザライをもネットワークのIjlに組み込んで

各地方の地域間交易の隆盛をおIJり Lげることにな

るO
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